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論文内容の要旨

目的：入院高齢心不全患者を対象とし ADLと 90日以内再入院の関連性なら

びに再入院防止のための ADLカットオフ値を検討することとした。

方法：対象者は、 2012年 5月~2016年 5月の間、急性期病院 1施設にてリ

ハビリテーションを受けた連続心不全患者 589名中、取り込み基準 (65歳

以上、初回入院、入院前に歩行が可能な者）と除外基準（ペースメーカー手

術者、転科・死亡例、非自宅退院、フォローアップ困難）を満たした者とし

た。私たちは、基本属性、医学的屈性、 ADL(motor・FunctionalIndependence 

Measure; m・FIM)、再入院日等を調査した。統計学的手法として、 90日以

内再入院群と非再入院群の 2群へ分類し、患者特性の比較を t検定及び X2 

検定にて行い、コックス比例ハザードモデルにて再入院因子の検討を、受信

者動作特性曲線よりカットオフ値の算出を、カプランマイヤー法を用いて再

入院率の比較を行った。

結果： 589名中 113名が最終対象者であった。非再入院群 (90名）と再入院群

(23名）は、年齢、 Bodymass index(BMI)、NYHA、ヘモグロビン、 motor・FIM、

に有意差を認めた (p<0.05)。再入院因子として、 BMI(hazard ratio [HR]: 

0.87; p<0.05) と motor・FIM(HR: 0.94; p<0.01)が抽出された。 motor・FIM

カットオフ値は 74.5点（曲線下面積 =0.78;p<0.001)を示した。 motor・FIM

カットオフ値を基に分類した 2群の再入院率は有意な差を認めた (p<0.001)。

結論：入院高齢心不全患者における motor・FIMは 90日以内再入院の独立し

た予測因子であり、 motor・FIM カットオフ値は再入院防止の一指標となり

得る可能性がある。
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要 旨

本研究は、近年、国内外において、急増している高齢心不全患者の 90日以内再

入院と日常生活活動 (Activities of Daily Living: AOL)との関連性、および再

入院を予測するための ADLカットオフ値について明らかにしたものである。北村氏

は、基本属性、医学的属性そして ADL (Motor Functional Independence Measure: 

motor FIM) を診療記録より調査、また AOLを測定し、それらを非再入院群と再入院

群の 2群間において比較検討した。その後北村氏は、コックス比例ハザードモデル

を活用し、再入院因子として、 motorFIMを抽出した。また、そのカットオフ値が

74. 5点であったことを示した。本研究結果から、高齢心不全患者における ADLは 90

日以内再入院に関連すること、 ADLのカットオフ値が再入院予測の一指標となるこ

とが明らかとなった。

本研究は、昨今、急増している高齢心不全患者の退院時 ADLと再入院との関連に

着目し検討を行ったという点において、今後の医療経済学的視点をも見据えた、

高齢心不全患者に対する指導方策の一助として、新たな一石を投じるものである。

以上より、本論文の功績は大きく、学位申請者の北村匡大氏は、博士（保健学）

の学位を得る資格があると認める。
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